
令和６年度　学校評価（自己評価）　兵庫県立こやの里特別支援学校
学校目標　「子どもが育つ学校～こころ・からだ・きずな」

学校教育方針　「児童生徒一人一人の可能性を可能な限り伸ばし、社会の一員として自立し、自己実現と共生に向けて主体的な取組を行える児童生徒の育成を目指す」

令和６年度学校自己評価目標

（１）「なぜ」に基づく対話を通した安全・安心な学校づくり

（２）いのちと人権を大切にする信頼される学校づくり

（３）情報発信・情報共有による開かれた学校づくり

（４）個々のニーズに応じた教育及び社会的自立に向けたキャリア教育の充実

（５）校務や教育におけるICT機器の利活用

（６）同僚性の醸成及びチームの連携体制の構築

学部・分掌部 学部・分掌目標 具体的な取組 評点 評価 保護者アンケート項目 評点 評価

総務部

重点目標
（３）

①ホームページなど様々な方
法により日々の教育活動を効
果的に発信する。

①学校行事や日常の授業等の様子が伝わる写真
を選定してブログを掲載する

3.3 A
総

務

部

学校は、ホームページやブ
ログなどを通じて、学校行
事や授業、日常生活の様
子を伝えている。

3.0 B

①教育課程（カリキュラムな
ど）の見直しと改善を行う。

①各種教育課程委員会において、現在の教育課
程（カリキュラムなど）の問題点や課題点を整理す
る。また、問題点や課題点について協議を行い、
次年度以降の教育課程（カリキュラムなど）につな
がるように改善する。

3.0 B

②授業内容の精選（実施する
単元の整理）と３観点を踏まえ
た評価規準の作成を行う（継
続）。

②各学部で各教科・領域の指導内容（単元）を再
確認する。児童生徒の実態に合わせて内容を見
直す。さらにそれぞれの単元について、３観点を
踏まえた評価規準を作成する。

3.1 B

①卒業後の進路を見据えた、
事業所情報や進路選択に役
立つ情報を発信していく。

①「進路通信」を活用し、進路に関する情報を発
信したり、保護者向けの「事業所見学会」等を開催
し、関心を喚起する機会とする。 3.1 B

②関係機関と連携し、進路学
習に関する学びを充実させ
る。

②関係機関の方を招聘したり、企業や事業所から
の作業提供を受けたりしながら、進路学習に関す
る学びの機会を提供する。

3.1 B

①安全・安心な学校づくりに
向けて、学校環境の整備に努
めるとともに、職員の資質や能
力の向上を図る。

①学校防災危機管理マニュアルに沿って各種避
難訓練や対応訓練の実施する。校内設備安全点
検は全職員で毎月実施する。

3.2 A

学校は、避難訓練などを通
じ、安全・安心な教育環境
づくりに取り組んでいる。

3.3 A

②児童生徒のいのちと人権を
大切にするとともに、児童生
徒が楽しく安全に学校生活が
送れるような指導、支援が実
践できる。

②職員研修にて、学校いじめ防止基本方針の周
知と児童生徒のいじめを含めた問題行動への対
応と連携を確認する。

3.3 A

学校は、いじめ防止に取り
組み、いのちと人権を大切
にした教育を実践してい
る。 2.9 B

①児童生徒に自らの健康を
維持・改善する能力を身に付
けられるような保健学習を行
う。

①月間保健目標及び給食目標の学習を通じて、
実際の生活で役立てることができる心身の健康教
育を行う。 3.3 A

学校は、保健目標や給食
目標を通じ、健康・体力の
保持増進や食育に取り組ん
でいる。

3.4 A

②安全・安心な学校給食の実
施に努め、旬の食材を使用す
るなど、献立内容の充実を図
り、学校給食を「生きた教材」
として活用した指導を行う。

②給食だよりを通じて、食についての情報発信を
する。また、献立表の一口メモを活用し、毎日の給
食指導につなげる。 3.4 A

学校は、安全・安心な給食
を提供している。 ※訪問
教育・分教室は０を回答 3.8 A

①校内研修会や学年の研究
日、授業見学等を通して、
PDCAサイクルを考えた授業
作りを共通認識し、「学びあ
い、ともに伸びる授業づくり」を
実践・情報共有を行う。

①児童生徒の「実態」「つけたい力」をふまえて児
童生徒に関わる教師が話し合い、授業前後の評
価を行うことで一人ひとりに適した支援方法・手だ
てを模索する。また、「ほめる」ポイントや指導が生
活の中でどのように活きるかも確認し、児童生徒の
意欲を引き立てる雰囲気をつくる。

3.1 B

学校は、子どもが「わかる」
「できる」授業を展開してい
る。

3.4 A

②自立活動研究日の研修内
容を情報共有し、日々の指導
に活かす。

②自活研究日を設定し、各学部の状況に応じて
研修を行う。実践報告で情報共有する。

3.1 B

学校は、特別支援教育の
専門性を活かし、個に応じ
た指導を行っている。 3.5 A

①全児童生徒の情報を把握
し、個々の実態に応じてチー
ムによる支援体制づくりを行
う。

①担任・学年・学部間でも情報を共有できるように
報告・相談用紙を活用する。日頃の様子や情報を
必要に応じて校内の関係部署と共有し、今後の対
応について検討する。

3.3 A

学校は、子どもについて理
解し、クラス・学年・学部間
で協力して支援している 3.4 A

②家庭・福祉・学校の連携を
推進し、児童生徒へのより良
い支援を行う。

②三者間の連携について職員会議等で周知す
る。保護者にはプリント配布及び懇談会等で説明
を行う。連絡帳の共有や個別の教育支援計画作
成において関係機関と連携を希望するかの確認
を行う。事業所にはプリント配布やホームページ、
事業所連絡協議会等で周知する。日々の情報共
有や三者間の連携会議等には適宜対応する。

3.1 B

学校は、個別の教育支援
計画や連絡帳共有を活用
し、家庭や福祉、医療と連
携している。 3.3 A

①学校教育目標実現に向け
て円滑な学校運営を行うため
に、各部の方針や業務内容を
知り、各自の教育活動に反映
させることができる。

①職員会議や職員朝礼を通じ、現在置かれた学
校の状況を全教員で情報共有する。一人一人の
教員がなすべきことや学校に必要なことを考える
機会を設ける。

3.2 A

②関係者間で対話を重ね、大
人・子どもが共に安心できる
安全な教育環境を目指す。

②縦軸（時間軸）と横軸（連携軸）の両方を意識
し、関係者間で報告・連絡・相談を行う。

3.1 B

達成状況 成果と今後の課題

①各学年の研究日や校内研修にて児童生徒の課題や支援の方向性を共有し、
「PDCA」サイクルで改善を行ったことで、よい行動を「ほめる」指導を行った。授業
見学週間を年4回設定し、全学部の授業を自由に見ることができる期間を設けた
ことで、取り組みを知ることができたり、よい面を取り入れて指導に生かしたりするこ
とができた。

②児童生徒の課題や自立活動の目標をグループごとに点検した。自活研究日に
学部・学年で共有し、指導の方向性を確認しながら実施した。

①担任・学年間での報告・相談用紙の活用は少ないが、別途記録を回覧したり、
打ち合わせ等で報告したりして児童生徒の情報共有ができた。また、必要時には
管理職、生徒指導部、進路指導部、保健室等と情報共有し、今後の対応につい
て考え実行した。

②学校の目標に対する関係機関との連携については懇談会で保護者に説明し、
連携を希望する場合には保護者から事業所に依頼するよう伝えた。学校と事業所
の様子は連絡帳の共有や学校迎えの際に口頭で共有した。また、必要な場合に
は三者間で連携会議を実施し、情報共有と今後の対応を考え実行した。

①職員会議や職員朝礼を通じて、全教員が国や県の動向及び本校の現状や課
題について定期的に情報を共有する機会が設けられた。その結果、教員一人一
人が現状や学校経営の重点を踏まえ、自分の役割を考える姿勢が見られるように
なった。

②「対話」をキーワードに、関係者間での報告・連絡・相談やチームとしての対応
が必要であることへの認識が伺えた。教職員は縦軸（時間軸）と横軸（連携軸）の
両方を意識し、管理職や同僚に適切に伝えようとする姿勢が見られた。定期的な
会議での情報共有は定着しているものの、想定外の事案に対しては、報告・連
絡・相談の迅速さに課題が見られる場合があった。

①進路通信を通して学期に1回、自立に向けた取組や進路情報について伝える
ことができた。事業所見学会を開催することはできなかったが、事業所等にご協力
をいただき、高等部中心に、体験実習やオープンキャンパス等の案内を配布し周
知することができた。小・中学部希望者対象に進路説明会を開催し、卒業後の進
路について理解を深めていただく機会となった。

②高等部中心に作業提供や喫茶サービス、清掃、園芸、工場見学、講話など該
当する学年で実施することができた。しかし、この学びを進路指導部として保護者
向けに報告をする機会がなかったため、報告する機会を作ることが課題である。
教職員に向けて、「本校におけるキャリア教育」について、企業が求める「素直さ」
「体力」をテーマにし、「どういった力が求められるのか」「今後の教育活動の取組
み」をグループ討議した。これにより、日々の指導や学校全体の教育活動につい
て振返り、考える機会となった。また、夏季研修では、就労移行支援事業所及び
就労継続支援B型事業所の理事長をお招きし、企業就労に携わってこられたご経
験を基にご講演いただき、キャリア教育の取組みの重要性や将来に繋がる取組
み、卒業後の進路について知見を広げる機会となった。

①各種防災避難訓練、不審者対応訓練については、事前に実施要項の共通理
解を行い、実施後は振り返りアンケートを参考に来年度に向けて検討することが
できた。
校内設備安全点検は、毎月全職員に点検日の通知をし、各自の点検報告につ
いて、ファイルサーバーを使用することで、よりスムーズに点検結果を周知し対応
することができた。

②いじめ対応について、4月に職員研修、5月、2月にいじめ対応委員会、7月、12
月の学校生活アンケートの実施、11月、3月にアンケートの結果を保護者に報告
し、全職員で共通理解することができた。その他の問題行動等については毎学期
末にその学期に発生した問題行動の内容と対応を全職員で共通理解することが
できた。

①月間保健目標と給食目標についての学習を実施できるよう、保健部が教材（プ
レゼンテーション）を作成し、クラスで活用できるようにした。

②給食だよりを配布し、栄養に関する情報を発信した。クラス掲示用の献立表に
は献立名だけでなく、毎日の食に関する情報も掲載した。

②情報共有と対話の重要性が広く認識され、教職員の意識向上が今年度の大き
な成果となった。今後は、各学年・分掌で予期しない事案への適切な対応を目指
し、毎朝の打合せに加えて、放課後の報告・連絡・相談をさらに充実させる必要
があると考える。また、PDCAサイクルを日常のさまざまな場面で実践できる仕組
みを構築し、学校全体の改善活動を継続的に推進していきたい。

①自分から相手に挨拶をする児童や、教師が実態に応じた促しや支援をすること
によって、自分なりに挨拶をすることができる児童が増えた。また、手本を繰り返し
提示することで、言葉や身振りで相手を誘ったり要求したりすることができる児童が
増えた。

②担任間で児童の実態や課題、様子などを話し合い、児童に応じた役割活動を
設定して取り組むことができた。役割を文字やイラストで示した表に顔写真を貼る
など、自分の役割を理解するためのツールや教材を準備・活用することができた。
毎日仕事（役割活動）に取り組み、経験を積み重ねることで、自ら理解して取り組
むことができる児童が増えた。

①自分から教師や友達に挨拶をする生徒が増えた。また、実態に応じて教師が
支援方法を工夫したことで、個々の気持ちが伝わる挨拶ができるようになった。言
葉遣いにおいても、相手に応じた適切な表現やサインなどを活用し、個々に応じ
たコミュニケーションを通じて人とのかかわりを持つことができた。さらに、生徒の実
態に応じて、掛ける言葉や提示する物など称賛方法を検討することができた。

②授業や日常生活の指導において、学年クラスで話し合い、実態に応じた活動、
役割を設定することができた。教師がPDCAサイクルのもと、活動内容などを振り
返り、「なぜ」を共有し、生徒に還元することで、主体的に活動に取り組む生徒が
増えた。また、記録、映像をもとに支援方法を学年クラス間で検討することができ
た。

①発表や振り返りの機会を多く設け、質問を工夫したり、伝え方の例をいくつか示
したりすることで、自分なりに考えや気持ちを表現し、発表する様子が多く見られ
た。教師間で生徒の実態に合わせた表現方法を工夫することで、日常生活の
様々な場面で、要求や気持ちを伝えられる生徒が増えた。

②各係の仕事内容を具体的に示し、少しの支援で取り組める環境づくりを行っ
た。個に応じた一人一役の取り組みを継続することで、生徒が責任を持って遂行
する姿が多く見られた。自分の得意な仕事を教師と一緒に考えたり、卒業生の懇
談会や身だしなみ講座を通して将来の姿を想像したりすることで、社会的自立に
対する意識を、自分なりに持てるようになった生徒が増えた。

①生徒の自立した生活のための進路実現に向けて、家庭との連絡を密に取り、情
報共有を行った。個々の生徒の進路については、教師間の情報共有を昨年より
行うことができ、概ね順調に進路指導が行えた。今後は、日々の生活の中で進路
を意識した生徒との関わりを更に行えるように全教員で取り組みたい。

②教師が活動の意義を理解した上で取組ができるように、交流行事の打ち合わ
せを綿密に行うよう心掛けた。また、行事ごとに教師、生徒ともにアンケートを取
り、来年度に向けた取組についても検討することができた。今年度から新たに対
面式での分教室紹介や学習成果発表会に参加し、猪名川高校生の前で堂々と
発表をしたことで達成感が高まり、充実した活動ができた。

①リハビリを見学し、生徒の姿勢をとる方法や注意点などの指導助言を活かし、毎
回の授業で端坐位姿勢での活動に取り組むことができた。保護者と体調の確認を
行いながら安全に授業を行うことができた

①定期的な支援委員会で各学部や分掌部で把握している児童生徒の情報を共
有した。また、必要に応じて担任と校内関係部署で連携し、対応について検討し
た。今後もチームによる支援体制づくりを行っていきたい。

②必要に応じて保護者、学校、相談支援事業所や放課後等デイサービスなどと
連携会義を行い、情報共有と対応策を考えたり、支援の統一化を図ったりでき
た。今後も三者間で連携し、児童生徒のより良い支援につなげたい。

①職員会議や職員朝礼を通じ、学校の状況を全教員で情報共有できた結果、学
校運営の透明性が向上した。今後も国や県からの通知を踏まえながら、本校の児
童生徒に適した教育活動が展開できるよう、情報提供に加えて、柔軟な対応及び
創意工夫に努める。

②小・中学部については、概ね作成することができた。しかし、高等部について
は、引き続き取り組む必要があり、評価規準の作成において課題が残った。ま
た、規準が作成できたことに満足せず、常に見直しを行っていくことが必要であ
る。

①進路通信や各種様々な案内を行うことで、保護者と情報を共有することができ
た。また、今年度は小中学部を対象にした進路説明会を実施し、進路に関する関
心の高さを知る機会となった。次年度も継続して開催をしたいと考えている。一方
で、高等部１年生の説明会の回数が年２回となっているため精査し、次年度は年
１回の実施を検討している。

②高等部中心ではあるが、進路に関する学びの機会を多く設定することができ
た。今後は、保護者向けに報告する機会を設け、活動内容や生徒の学びを保護
者と共有したい。また、小・中学部の作業学習や自立活動でも活用できるよう、進
路が保有する資材を提供する機会があった。次年度も資材の提供を発信し、資
材を活用した取組を推進していきたい。

①各種防災避難訓練については、大きな事故や問題もなく計画通りに実施する
ことができた。実施後の全職員アンケート結果を受けて、来年度に向けて検討可
能なものを精査し引き継いでいく。不審者対応訓練については、不審者侵入をい
ち早く全職員に知らせ、児童生徒の安全確保を速やかに行うためにはどうすれば
よいかを係で協議し、来年度に向けて、校内放送の内容を変更した。校内設備安
全点検は、来年度の新しい職員にも今年度の点検方法がスムーズに定着するよ
うに準備をする必要がある。

②今年度はいじめを認知することができなかった。学校生活アンケートの回答が
困難な児童生徒に対しての実施方法として視覚支援ツールを使用をした。それ
について特に混乱はなく、児童生徒全員にアンケートを実施する本来の趣旨を
特別支援学校らしく遂行することができた。児童生徒の問題行動を学期末に全職
員で共通理解をした。他学部での情報も共通理解できたことで、クラスでの児童
生徒指導や保護者支援に役立てることができた。

①月間保健目標と給食目標について理解が深まるよう、視覚的支援を取り入れた
教材（プレゼンテーション）を製作し各クラスで活用できるようにした。毎月の目標
について、まだ指導できていない学年があるので、今後も周知徹底して教材の利
活用を促す必要がある。

①繰り返し取り組むことができる場面設定をすることで、挨拶や要求をすることが
できる児童が増えた。今後は児童間での挨拶に広がるよう、実態に応じた取組を
続けていくことが必要である。

②児童の実態を把握し、それぞれの課題に合わせた役割活動を設定して取り組
むことができた。また、役割を理解するためのツールや教材をそれぞれの実態に
応じて準備・活用することができた。今後も取組を続けるとともに、保護者と共有し
て家庭やデイサービスでの取組につなげていけるようにする必要がある。

①日常生活において基本的な挨拶など個々に応じたコミュニケーションが定着し
つつある生徒もいる。さらに生徒からの主体的なコミュニケーションを図れるよう
に、授業だけではなく、日常生活においても指導方法を検討・共有し、実施する
中で、改善点を検討する。また、良いコミュニケーションが定着するために、個々
に応じた称賛をクラス全体で共有することで、集団への般化も促していきたい。

②子どもの実態を客観的に評価することで、クラス教員で指導方法を検討でき
た。継続して日々取り組むことで主体的に役割を務める生徒も増えた。指導内容
や指導方法を引継ぎ、教員間で、よりよい支援ができるように話し合いを続け、次
年度の指導に活かしていきたい。

①学校生活の様々な場面で、生徒が意思決定したり、気持ちを伝えたりできるよ
う、どの生徒にも個に応じた取組が行えた。決まった場面で発言したり、問いかけ
に答えたりすることはできるが、自ら発信するという面では、成長の変化が見えにく
い生徒もいる。より多くの経験の積み重ねが必要と思われるため、生徒との日々
の対話（やりとり）を大切に、継続的に取り組んでいきたい。

②係活動や委員会活動において、個に応じた取組ができた。「責任をもって自分
の役割を果たす力」は、卒業後の社会生活につながる力として、学部で長年取り
組んでいる目標である。どの学年も、実習や社会的自立を目指した授業を計画
的・実践的に行っているので、引き続き、生徒が主体的に有用感を持って自分の
役割りが果たせるよう、日々の取組を充実させていきたい。

②給食だよりを配布し、感染症予防に役立つ衛生管理や栄養に関する情報を発
信した。クラス掲示用の献立表は毎日の食に関する情報を提供できるように変更
した。アレルギー対応においては、引き続き保護者・担任・栄養教諭のトリプル
チェックで慎重に進めていく必要がある。

①授業見学週間の実施や研究日等の校内研修の実施により、授業の取組や狙
いを知る機会を設定し、指導に生かすことができた。しかし、担任をしている教員
の見学時間の確保が難しいのが現状である。今後は、校内で授業を見学し合う
体制作りについて検討したい。

②研究日に学んだ研修内容を児童生徒の実態に合わせて日々の教育活動に活
かすことができた。専門家に指導を仰いだり相談したりする時間があるにも関わら
ず、十分に活用できていない。今後は、外部の専門家の活用について意義を説
明して周知を図り、利用を促したい。

教務部

重点目標
（４）

進路指導部

重点目標
（３）（４）

進

路

指

導

部

①全校教育課程委員会で共通理解を行い、各学部の教育課程委員会で協議を
行った。11月末時点で、各学部の教育課程委員会を3回実施し、課題について整
理した。各学部の課題については、教育課程の申請（2月）に向けて最終調整を
行う予定である。現状について確認し改善に向けて取り組むことができた。

②小・中学部については、概ね作成することができた。高等部については、現段
階では作成に向けて協議中である。

教

務

部

①家庭との連携を密に取りながら情報共有を図ることができた。特に進路指導に
ついては、担任から丁寧に説明することを心掛け、実践することができた。教員間
の情報共有については昨年よりできたが、今後は共有した情報を活用し、進路指
導を意識した生徒との関わりを行えるようにしたい。

②教員の交流行事への理解が深まったことで、生徒も交流行事に積極的に取り
組むことができた。この交流行事での活動が社会参加につながることを生徒に伝
えていきたい。

①リハビリを見学し、日々の教育活動の参考にすることができた。生徒の状況か
ら、今後は、福祉との連携についても考えていく必要があると感じた。また、引き
続き、対話を大切に保護者と丁寧に連携していきたい。

②友達と触れ合う機会を月１回程度設定できた。在籍学年と同課題の設定につ
いては、当該学年教員と密に連携を図り、今後も継続して取り組むようにしたい。
校外活動への参加についても同じく、学年教員と協力し、連携を図り、同年代の
友達と触れ合う機会を充実させるよう努めたい。

各学年毎月１回はホームページに掲載するという意識を持ち取り組むことができ
た。ホームページの内容が分かりにくいという意見から構成などを少し整理する必
要がある。

①各学部において、現在の教育課程を少しでも改善するという姿勢で取り組めた
ことは大きな成果だと考えている。学校の狭隘化問題によって、教育課程の改善
が思うように実施できない状況にある。改善案をいかにして実現していくかが今後
の課題である。

生徒指導部

重点目標
（１）（２）

保健部

重点目標
（２）（３）

自活・研究部

重点目標
（４）（５）

支援部

重点目標
（４）（６）

校務運営

重点目標
（１）～（６）

校

務

運

営

支

援

部

自

活

・

研

究

部

保

健

部

生

徒

指

導

部

②教師自身の交流及び共同学習の意義の理解を
深める。アンケート等の結果を基に生徒にとって
必要な活動を精査し、積極的に取り組む機会を設
ける。 3.2 A

A

学校は、責任と使命を自覚
し教職員間で協力して学校
教育に取り組んでいる。

3.4 A

学校は、進路指導に関し
て、生徒や保護者に適切な
情報提供や助言をしてい
る。（高等部のみ回答）

3.4 A

①学校行事や学習活動、日常の様子などに焦点を当て、各学年毎月１回はホー
ムページに掲載するという目標を達成することができた。

A

在籍学部の取組を通じ、子
どもの成長を感じる。

3.4 A

②学年教師と連携を図り、学年と同課題で本人に合った学習を設定できた。進路
学習で、タブレットを使って、友達の接客の様子を見るなどの学習交流ができた。
スクーリングや校外学習にも参加し、様々な方法で同級生と触れ合うことができ
た。

分教室

重点目標
（１）（３）（４）

①卒業後に自分らしい自立し
た生活が送れるように家庭と
連携し、進路実現に向けて
個々の生徒と関わりを大切に
した支援指導を行う。

①家庭との連携を図るため、日々の連絡帳でのや
り取りや学年通信・ブログ（HP）での情報共有を密
に図る。生徒個々の進路選択について生徒と対
話し、教師間で情報共有しながら関心を持ち、
日々の教育活動の中で意識し生徒と関わりを持
つ。

学校は、個別の指導計画の
目標・手だて・評価を分かり
やすく記述している。

3.7 A

訪

問

教

育

在籍学部は、学部目標を達
成するために、具体的な手
立てを講じて取り組んでい
る。

在籍学部の取組を通じ、子
どもの成長を感じる。 ※　回答はす

べて高等部に
含まれる

訪問教育

重点目標
（１）～（６）

①生活リズムを整え、生きる意
欲を高める力を育むために、
家庭、医療、福祉との連携を
図る。

①リハビリを見学して理学療法士からの指導助言
を教育活動に活かす。保護者との対話を大切に、
安全で安心な教育活動を行う。

3.2 A

②定期的なスクーリングの実
施や該当学年と同課題の設
定、タブレット映像での学習交
流、校外活動への参加を通し
同年代の友達と触れ合う機会
を充実させる。

②学部学年の教師と積極的に連携を図り、学習
内容の設定をしたり、学校の様子を映像で見たり
しながら、同年代の友達や他者と触れ合うことで豊
かに生活できるようにする。 3.3

②交流及び共同学習の充実・
発展を目指すことにより、積極
的な社会参加へとつなげる。 学校は、子どもの気持ちに

寄り添いながら指導してい
る。 3.2 A

学校は、子どもの気持ちに
寄り添いながら指導してい
る。

高等部

重点目標
（１）（２）（４）

①卒業後の社会生活に主体
的に参加するために、自分の
考えや気持ちを相手に伝える
ことができるよう指導支援を行
う。

①SST、自立活動、HRなどの時間を使って、自分
の考えや気持ちを適切に表現して伝える取り組み
を、生徒との対話を大切にしながら行う。言葉、身
振り、カードなど、個に応じた表現方法を工夫し、
学校生活の様々な場面で伝えられるよう、教師間
で協同して指導支援を行う。

3.3 A

②社会的自立を目指し、責任
をもって、主体的に自分の役
割が果たせるよう指導支援を
行う。

②クラスの係活動、委員会活動などにおいて、各
役割を説明し、繰り返し取り組むことで、自ら理解
して取り組めるように支援する。また、職業の授
業、校内実習、現場実習などにおいて、任された
仕事に主体的に取り組めるように、卒業後の生活
について説明をしたり、自分の姿を想像したりする
場面などを設け、見通しを持たせる。

3.3

在籍学部は、学部目標を達
成するために、具体的な手
立てを講じて取り組んでい
る。B

分

教

室

3.1

高

等

部

在籍学部は、学部目標を達
成するために、具体的な手
立てを講じて取り組んでい
る。

3.4 A

在籍学部の取組を通じ、子
どもの成長を感じる。

3.4 A

3.3

3.6 A

3.4 A

在籍学部の取組を通じ、子
どもの成長を感じる。

3.5 A

A
学校は、子どもの気持ちに
寄り添いながら指導してい
る。 3.4 A

3.8 A

3.7 A

3.8 A

3.5 A

3.4 A

小

学

部

在籍学部は、学部目標を達
成するために、具体的な手
立てを講じて取り組んでい
る。

在籍学部の取組を通じ、子
どもの成長を感じる。

学校は、子どもの気持ちに
寄り添いながら指導してい
る。

①挨拶は朝・終わりの会で挨拶や呼名に対し返事
をする場面を設定し、継続的に取り組む。挨拶や
返事、声のかけ方や肩を叩くなど、児童の実態に
応じた方法を提示するために教師間や児童と相
談しながら指導支援する。

②児童の実態に応じた司会や当番、係活動など
の役割活動を、教師間や児童と相談して設定し、
教師と一緒にしたり、繰り返し取り組んだりして活
動の理解と定着ができるように指導支援する。

中学部

重点目標
（１）（４）（６）

①キャリア発達における挨拶
や他者との関係づくりを重視
し、場に応じた挨拶や適切な
言葉遣いを習得し、「他者との
円滑な関係を築くことがなぜ
大切なのか」を理解できるよう
に指導支援を行う。

①授業や日常生活において、ICT機器やイラスト
カード等、個々の実態や発達に応じた支援を教員
同士や生徒と相談し、生徒に状況や人に応じた
挨拶の仕方を伝える。主体的に他者とのやり取り
ができるように支援する。

3.2 A

中

学

部

在籍学部は、学部目標を達
成するために、具体的な手
立てを講じて取り組んでい
る。

小学部

重点目標
（１）（２）（４）

①キャリア教育における挨拶
や人との関わりを重視し、実
態に合った挨拶や返事、友達
や教師への誘い方や要求の
方法を身に付けられるような
指導に取り組む。

②キャリア教育における役割
の理解と分担を重視し、決め
られた仕事（役割活動）を最後
までやり切ったり、自ら分かっ
て取り組んだりできるように指
導支援をする。

②キャリア発達における役割
の理解と作業内容を重視し、
授業や日常生活で自分の役
割と作業内容を理解し、最後
まで作業をやり遂げる態度を
身に付けるよう指導支援を行
う。

②授業や日常生活において、教員同士や生徒と
相談して実態に応じた係活動を設定し、一人ひと
りがわかって動けるような支援方法を工夫する。経
験できたことを称賛し、自ら進んで行う主体性を育
むように指導する。

3.1 B
学校は、子どもの気持ちに
寄り添いながら指導してい
る。

【教員評価基準】
（４）よくできた
（３）できた
（２）あまりできなかった

【保護者評価基準】
（４）そう思う
（３）どちらかといえばそう思う
（２）どちらかといえばそう思わない
（１）思わない

【評価】

A…3.2以上

B…2.8以上3.2未満

C…2.4以上2.8未満

【保護者アンケート回収

数】

小学部…97人

中学部…66人

資料1


